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竜北公園で清掃活動
　11月1日、吉野保育園の年長・年中の園児33人が竜北公園の清掃を行いました。
　県下一斉熊本県保育所ボランティア活動の日に合わせて行われたもので、ペットボトルやたばこの吸い殻
など袋いっぱいのごみを拾いました。ごみは、木の陰など人目につかない場所にたくさん落ちており、絶対
にマネをしませんと園児たちはマナーについて勉強しました。

▲みんな、がんばりました！！ ▲ペットボトルもたくさんありました

いも掘り体験・おやつづくり
　11月8日、常葉保育所にて、さつまいもの収穫体験が行われました。園児たちは、収穫時期を迎えた畑に入
り、手は泥だらけになりながらも、楽しそうに収穫していました。初めて体験した園児は、土の中から出て
きたさつまいもを見て「なんだ、これ！？」と驚いた様子でした。
　10日には、管理栄養士の田脇先生の指導のもと、収穫したさつまいもを使ってスイートポテト作りに挑
戦しました。いもをつぶす作業や、仕上げのお化粧（表面にたまごの黄身をぬる作業）が楽しかったようで
す。出来あがったスイートポテトは、園児みんなでおいしく食べました。

▲いっぱいとれました ▲いも、どこだ？でてこーい！！

▲楽しくクッキング ▲スイートポテト、上手に出来ました！！


